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今
週
の
紙
面

東
京
・
葛
飾
区

土
井
蓉
子

■２面 女性ニュース／国会スポ
ット ■３面 読者のページ／ま
んが／短歌 ■４～５面 ♯選挙
へ行こう 私の選択／ジェンダー
リレー講座／ホットライン ■６
面 手づくり調味料／母の歴史
■７面 改定版「４つの共同目
標」 産直運動さらに／学校給食

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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さいかひさよ 1987年に毎日放送入社。報道

記者を経て2015年からドキュメンタリー担当

ディレクター。著書に『何が記者を殺すのか

大阪発ドキュメンタリーの現場から』（集

英社新書）など

映画『教育と愛国』

大阪・毎日放送が20年以上にわたる

取材で教育現場危機に迫ったドキュメ

ンタリー。2017年に報映され、ギャラク

シー賞テレビ部門大賞を受賞した『映

像’ 教育と愛国～教科書でいま何が

起きているのか』に追加取材と再構成

を施し、映画版として仕上げた。東京

３か所、大阪、京都などで全国順次上

映中。（公式サイト https://www.mbs.jp/ky

oiku-aikoku/）

教育現場への政治圧力に迫ったドキュメ
ンタリー映画『教育と愛国』（全国順次公
開中）が話題です。本作の監督をつとめ
た、毎日放送（ＭＢＳ）ディレクターの斉
加尚代さんに、教育、民主主義の危機とメ
ディアのあり方について聞きました。

斉加 尚代さ
ん

大阪・毎日放送
報道情報局ディレクター

Ⓒ2022「教育と愛国」製作委員会

〈関連記事４・５面〉
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が
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い
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ん
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意
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